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愉式へ顎⑳竺:⊃巾√が等h

第27回全道集会と医療講演会(分科会)のご案内

-●
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囲匿岳≡刑5≡璽閲
6月から暑い日が続いて､今年も暑い夏になりそうな気候ですが､皆様

いかがお過ごしですか｡

さて､皆さんにはrなんれん臨時号｣や｢いちばんぼし臨時号Jで､

すでに全道集会についてお知らせしていますが､あらためてご案内申し

上げます｡

｢難病患者･障害者と家族の全道集会｣は､無病に対する社会の理解､

そして医療と福祉の向上を巌うとともに､加盟団体や地域支部の強化と

発展を期すことを目的として､ (財)北港道発病連が毎年行っているもの

で､今年で27回をかぞえます｡そして､今年の集会は函館で行われ､全

道の患者･家族が集います｡

藤原病友の会では､分科会として医療誇済会･相巌会を行います｡

医療許演会は､札幌社会保険稔合病院内科部長大西勝者先生に､ ｢豚

原病にまけないで～藤原病と合併症のコントロールが大事｣というテー

マでご許済いただきます｡その後先生には皆さんの質問や相敦にお答え

していただきますので､今回号の｢いちばんぼし｣の質問用紙にご記入

の上､ 8/5の歓迎レセプションの時に役員にお味し下さい｡

全体会に参加する方-の友の会からの神助については,すでにお知ら

せしている交通費･宿泊費･レセプション参加費･昼食代(8月6日(日))

の他に､全休会参加費を合わせた合計の30%を負担致します｡当日お支

払い致しますので､印鑑をご持参下さい｡

暑い時期ではありますが､年に一度の枚会です｡函館でお会いできる

のを楽しみにしております｡

毒感　o&☆
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道集会スケジューノ 噺一､､

8月5日(土)　9:30　難病センター前よりバス出発

1

15:00　両借着､ホテル受付

1

18 : 30　歓迎レセプション(函館国際ホテル)

1

20:00　終了

8月6日(日)　9:00　分科会(北海道教育大学函好枝第2蘇義童)

医療講演会.相故会

テーマ-謬原病にまけないで

～JrJl■と合併症のコントE3 -ルが大事～

講　師=･札幌社会保険盤台病院

J　　　　　　　　内科鞍点大西勝慧先生

11 :00　お弁当で昼食(申込者のみ)

1

11 : 30　全体会会場-移動

1

12:30　全体会開会

r息者･家族の訴え｣では､

膠原病友の会函館地区担当の

1　　諸侯ともえさんが件験発表します｡

14:80　全体会終了

1

15 = 00　全件会会番前から札幌-バス出発

1

00　兼病センター前到着予定

札幌発着のスケジェ-ルを記載しましたが､札幌以外から運行される

バスの発着時間などは､それぞれの支部-お問合わせ下さい｡

-2-



第27回支部総会を終えて

●

+

今年も6月3日､ 4日の両日､北海道難病センターにおいて､第27回

支部総会及び医蕪辞済会を開催しました｡支部総会は全道各地から28名

の方が参加されました｡師会の後､はじめに北海道難病連を代表して､

矢野肇常任理事(再生不良性貧血の会)からご挨拶を頂戴し､その後大

津久子さんの司会､三森礼子さんの最長で､概ね例年通り義手が進めら

れましたC内容の詳細は別紙をご覧ください｡出席者には､遠方からの

会員の方もおられ､また数名ですがはじめて参加された方がいらっしゃ

ったことは､とても嬉しく息いました｡友の会に対して耕極的な考えを

持って下さる会員の方がおられることは､これからの会の活性化につな

がっていくと思います｡

総会終了後は､交流会が行われました｡ 28名の方が出席され､お互い

の交流を深め､ 1日日が終わりました｡

2日目の医療終演会(会員41名､一般78名の計119名参加)では､

前日の交流会にもご出席していただいた勤労者医療協会札幌病院院長

中井秀紀先生に､ r藤原病の基礎知熊と治療の展望｣と唐してご許演いた

だきました｡前半は藤原病についてとても丁寧にわかりやすく税明して

いただき､後半の相散会でも参加者からの質間に答えていただきました｡

好病センターの椅子が足りなくなってしまうほど､たくさんの方に足を

運んでいただき､自分の病気のことをもっとよく知りたいと望んでいる

方が多いことを実感しました｡

詐演会終了後は､地区担当者金魚が行われ､地区連絡会の引継ぎ事項

の確常や新年度の事業内容などについて話し合われました｡

こうして､ 2日間にわたって行われた今年の支部総会､医療群演会も､

皆様のご協力のもとに､無事終了することができました｡

ありがとうございました｡

(埋田)

のが⑬叫ミ讃>
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<平成11年度>　活動報告

10E]第110回理事会

22日　合レク実行委員会

27日　いちばんぽしⅣ0.116発行

第1回運営委旦会

17日　合レク実行委員会

22EI　第4回運営委旦会

1 Ej　第26回全道集会分科会

第26回全道集会全体集会
一札幌-

1日　本部捻会･清溝全様i)

24El　第6回運営委且会

-4-

15日　発病連捻会

第111回理事会

24日　第2回運営委貞会

2柑　第1回事業資金重点会

;:≡二芸芸冨孟芸苧芸去芸流会
地区担当者会議

(第3回運営委見合)

一釧路-

10日　第112回理事会

13Ej　いちばんばLNo.117発行

第5回運営委旦会

31El　支部長会笥･交流会は京)

9日　合同レク実行委員会

21日　第7回運営委且会

26日　旭川地区医療東浜会



2[l J PC国会請願街頭署名行動

16日　第113理事会

21日　事業資金委且会

29日　いちばんぼLNo.118発行

第8回運営委員会

24日　いちばんぼLNo.119発行

第10回運営委且会

12日　第114回理事会

21EI　事業資金委且金

21日　いちばんぽしⅣ0.120発行

第12回運営委員会

-5-

24El　第9匝I運営委旦会

29日　マラソン完走を祝う会

20日　事業資金重点会

22日　札幌支部役員研修会

新年交流会

27日　札幌市との要望書に対す

る懇談会

29日　第11回運営委旦会

4日･ 5日

春のチャリティバザー

10日　道議会補助金要望書行動

14日　道葺会共産党議長団との

懇談会

19日　実務担当者会戦

21日　第13回運営委旦会



(1)平成11年度の活動をふりかえって

友の会は平成11年度で結成より28年を経､会員は377名を数えております｡

平成11年度も皆さんのご協力のもと､主な活動である医療詐涙金､財政活動(運

営協力会､募金箱､物品販売等)､機関紙｢いちばんぼし｣の発行と､例年どおり

の活動を終えることができました｡どうもありがとうございました｡

平成11年度の大きな取組みに｢日本一周激励マラソン｣ -の支援がありました｡

これは､札幌市在住の浮木和雄さんが､私ども難病患者-の支援を訴えるために行

ったものです｡浮木さんは7月25日に宗谷岬を出発し､ 4ケ月にわたり走りぬき､

11月29日に日本一周をして無事完走しました｡道内ではもちろん､全国各地にお　●-

いても､大変多くのご支援をいただきました｡浮木さん､またスタッフの皆さん､

本当にご苦労さまでした｡友の会の皆さんにも､ご寄付やマラソングッズの販売･

ご購入など､いろいろな形でご支援いただきありがとうございました｡

平成11年度の医療落涙会は3回行われました｡友の会は結成28年になります

が､会員の方には病歴の浅い人もおられます｡韓演会はそのような方たちにも病気

についての正しい知鼓をもって､日々の療養生活に役立てていただければ幸いです｡

友の会の運営資金については､皆さんから納入された会費､無病連を通していた

だく北緯道からの補助金､難病連の運営協力会､あるいは物品販売収入の還元金な

どを中心に､確実な活動資金が定着してきており､これも皆さんのご協力のおかげ

と感謝しております｡

平成11年度の｢いちばんぽし｣の発行は5回でした｡発送作業は運営委員を中

三.誓言ぎ三言三0,警告誓誓言諾;芸芸芸芸表芸芸冨霊芝芸慧妄言誓● -
も鼻重なものとなっております｡これからも皆さんのご協力をよろしくお雇いいた

します.

｢いちばんぼし｣には皆さんの声をより多く掲載し､身近な内容にしたいと思い

ますので､闘病記や日常のことなど何でも結構ですので､お便りをお待ちしており

ます｡

平成11年度は､北海道からの補助金が削減される中で､経費を切りつめながら

何とか例年通りの活動を維持することができました｡患者会の果たす役乱-人一

人の会員さんにとって､この友の会はどのような位置付けなのか､そんなことを常

に考えながら､共に歩んでいきたいと思います｡今年も一緒にがんばりましょう｡
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(2)医蕪辞演会･相談会

開催日 ���｢�テーマ.許師名 伜����)=b�

5/30 仭ｩц�2�r摩原病の基礎知識.l 涛)kﾂ�
釧路 倅Ig伜(,ﾈ�9V�����+r�

(日) �4ﾈ�X9(5�/�7ｨ6X8ｲ�佐川昭先生 

8/1 倅I���2�r贋原病の新しい治簾:末梢血幹細胞移植J 鉄ykﾂ�
かでる2.7 冉ｸ､9;��Xｧx�8ｧyYI>�怦ｧy�c(ｭ緯��
(日) 剌ｬ池隆夫教授 

9/26 ���ﾈ�2�r屡原病と合併症J 田ykﾂ�
ときわ市民 倡9zx腦g儼���lh郵ﾈﾉ¥�>�怦�9+r�
(日) �7ｨ�ｸ8ｲ�向井正也先生 

平成9年度遼元金 兌ﾙ�ﾃ��D�7�$(ﾋ8ｾ��平成11年度速元金 

運営協力会 �113,000 ��cづ#S��137,250 

募金箱 �2,573 塔c��5,652 

敬 ロ ElJ) 販 売 ��8ﾈ��ﾈ.��16,245 免ﾂﾃイb�8.786 

マラソング7ズ ���0 �#bﾃ�S��

ビール券 �#�紊���13,000 �#�ﾃS���

雑食(シ†ンブ-也) 釘ﾃ#���8.760 鉄���

合計 �157,498 �#�"ﾃs�r�199,918 

◆マラソングッズ･募金について

･グッズ売上155, 200円に対し26, 150円の遼元金､ 52支部･

部会中グッズ売上は4位｡

･募金については､ 228, 230円あり速元金として34, 235円あり

ましたが､全額難病連に寄付しました｡支部･部会中トップでした｡

但し､決算書には計上されておりません｡
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(4)機関紙について

平成11年4月10日　NAl16　　　　　12月10日　NAl19

7月10E] No.117　　平成12年2月10日　No.120

10月10日　No.118

(5)国会請廟署名と募金活動

/ 兌ﾙ�ﾃ僖�7��平成10年度 兌ﾙ�ﾃ��D�7��

請願署名数 鉄S)kﾂ�546名 �3s)kﾂ�

募金額 ���BﾃC��冷�54,570円 田bﾃ���冷�

還元金 �2ﾃS#�冷�28,960円 湯ﾃ��H��冷�

(6)会且の状況

会員数377冬++ (男35名･女342名)

平成12年4月現在 

/ �4剃R�重度丘 儂yIY[2�多発棚糞 �5h4x�ｸ4�8ﾈ92��ﾏ8ﾅ��SLE シエーグレン �.�$刔ｲ�そのt 俘xﾇb�

札幌市内 鉄r�10 釘�■3 �#��5 途�ll ��#��

石狩 免ﾂ�2 ��3 �"� ���3 �#��

後志 唐�2 ��2 �"� ��5 ����

且旦振 ��B� ��1 ���1 ���3 �#��

上川 免ﾂ�6 ���2 澱� �"�2 �3��

空知 ��B�i ��1 ����2 ���5 �3B�

十勝 ��"�1 ��� �2�1 ��4 �#"�

北見.射走 ����5 ��2 澱� ��6 �3r�

釧路 湯�1 �� 迭� ��a �#2�

根室 �2�1 �� ��� ��2 途�

渡島 ��r� ���1 �"� ��2 �#2�

桧山 ��� �� ��� �� �"�

日高 途� ��� ��� ��2 免ﾂ�

留萌.宗谷 �"� �� �� ��1 �2�

道外 �� �� �� �"� �"�

合計 ��ィ�29 唐�15 鉄��8 ��B�54 �3sykﾂ�
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各地区連絡会の活動と方針

●

%tf,'t解

く平成11年度の報告>

4月27El　　旭川地区交沈金

5月29日　　支部冶金､交流会

30日　　地区担当者会載

7月46　　交流会

28日　　EI,t一別岨マラソン舶臓

8月l E)　北海道難病連全道集会

9月26日　　医療兼務会(向井正也先生)

10月12日　　交流会

12月18日　　掛は‡　チ†JJfイ州スマスI1-ティ

1月17El II蛸か創帥Ig　新年会

3月28日　　運営委員会

◇地区担当者　長坂由美子

◇会計　　　　印田　裕美

ときわ市民ホール　　13名

輔車1 7ル桁h　　　　　　7名

〝　　　　　　　　2名

当麻ヘルシーシャトー　8名

旭川市役所前　　　　　4名

札幌かでる2 ･7　　　6名

ときわ市民ホール　　　67名

ワシンけホテhテJ 77ニー　　　　14名

旭川パレスホテル　　18名

大乃や(締h,tlコ)　　　16名

ときわ市民ホール　　　6名

<平成12年度活動計画>

昨年同様活動したいと患いますが､もう少し内容を墳射したいと患います｡

●　頼㈱
◇地区担当者　大野ひとみ

◇会計　　　　荒尾みや子

<平成11年度の報告>

4月8日　　　交流会及び役且改題 とかちプラザ　　　　　　6名

-9-



会報｢あゆみ｣配布

9月22EI　　　戸外レクリエーション　　十勝正直村　　　　　　　　7名

十勝-広い敷地の座席､正直村｡秋の草花の中を散策後､

カシュニ1)ゾートではアイスクリ-ム作りを初体填｡塩

っぱいアイスにも大満足｡菓しい一日でした｡

11月6日　　　地元医師による医療藩流会　とかちプラザ　　　　18名

1)ラックスした雰囲気の中での､鳶溝や質疑応答｡ El頃な

かなか相談できない悩みや不安等も､かなり軽減されたの

ではないでしょうか｡

*昨年度は役且の帯革備により､行事が例年より少なくなりましたが､内

容は充実したものではなかったかと患います｡

<平成12年度の活動方針>

･交流会(食事会､ク7)スマス会､医師を交えた交流会を検討中)

･17万人コンサート

･支苛捨金及び難頼連全道集会への参加

･戸外レクリエーション

･会報｢あゆみ｣作成､配布

ゴヒ曳.坤民 ◇地区担当　片岡治美

◇会計　　　土山俊子

<平成11年度の報告>

5月29日　JF原病友の全道支希鍵会　　　釧路　　　　　　　　　6名

30Ej　　地区担当者金森　　　　　　　　〝　　　　　　　　　　　〝

8月1日　　発病連全道集会　　　　　　　　札塊　　　　　　　　　2名

8月22日　　北見支部会長交流会　　　　　キャラバン　　　　　　8名

-10-



●

9月朋- 5B　ふれあい広場　　　　　　　　盤台福祉金銀　　　　5名

10月17日　　地区連絡会交沈金　　　　　　遠軽(蘭豆)　　　　4名

<平成12年度の満載方針

前年度同様できるだけ交#.会をと患っています｡

昨年まではバースデーカードを出していましたが､今年からは電話によ

乙交流をと考えて､ 1月から実行しています｡尚バースデーカードも5

月より再開しました｡

柳牽　　　　　　　　　◇地区担当者　鈴木　裕子

◇会計　　　　佐藤　圭子

<平成11年度の報告>

4月1日　　壬支軸鮎臣卓軸!帥打ち帥せ　　　　　渡部宅

4月10El　‡如打ち帥せと輪如チラシ】叩　　　　　稔合宿祉センター

4月25Ej n､姐｢しつげん19和事壬･斬　　　渡部宅

5月12日　　捨金と善済会の打ち合わせ　　キャッスルホテJi,

5月26日　　　　　　　　〝

5月29E)　FI蹄か全道支部換金･交流会

30日　　医療訴卓会､地区担当者全集

"　　　捨金と輩輯会の反省会

8月4E3　　会I｢しつげん｣の打ち合わせ

8月22日　　　　〝 10号垢集､発行

10月2日　l脱¢細的匡15肝触

12月5日　　｢しつけん｣ 11号編集､発行

1月23 E]　I脱鴫鯛港地区新年交総会

3月31日　　役旦会

<平成12年度活動方針>

･保健垢さんを招いての学習相談会

〝　　　　　10名

福祉会舷　　　　　　5名

籍台福祉センター　　4名

山花温泉tjプレ　　　6名

渡部宅　　　　　　　4名

東急イン　　　　　　7名

渡辺宅　　　　　　　　3名

*兼房逓行革への参加等は省略

-ll-
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･交沈金

･会報｢しつげん｣の発行　(年3回)

･発遵幼路支奇の行革への参加､協力

･燕清適全:遣集会への参~転

札t鍵地区 ◇地区担当　滝本法るよ

｡会　計　　渡辺　安子

<平成11年度の報告>

11月29日　日書一月一郎ラブン完走祝賀会　　　　11ンス柿hパミール放　8名

1月29日　新年会　　　　　　　　　　　　レストラン軍書や　13名

支苛活動の報告と重なる部分が多く､札塊地区(アップル会)としての

活動は2回だけです｡

<平成12年度活動方針>

8月5-6t)　難病連全道集会　　　　　　　　爾汝

12月17El n　札艦砲直子†け1日スマスバイイ

1月　　　　新年会

*札線地区は会負数も多く､色々計画を立てたいと考えていますが､スタ

ッフ不足で患うようにいきません｡時間と拝謁の許す方はぜひお手伝い

鹿います｡

名寄坤t革

◇地区担当　清永秀子

◇会計　　　新見洋子

<平成11年度活動報告>

-1 2-
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5月29日　　臓か全道支寄港会･交流会　`釧路　　　　　　1名

30日　　地区担当者金銭　　　　　　　　〝　　　　　　　1名

7月14日　名寄地区交読会(紬も1毛細)　　鐘や(名寄)　　7名

9月26El　欝原病友の会医療潰面会　　　馴とき蛸か-h　　　6名

10月20El　名寄地区交流会　　　　　　　サンピラー(名寄) 6名

3月15Ej　名寄地区年度末反省会(雑舶鋤)畢月　(士別)　6名

<平成12年度活動方針>

4月　　　　役旦金

●　6月3-4日　勝原病友の全道支帝捷会　　札幌
6月21El　　　地区交菟会(粗金報告)

9月　　　　　　n　　(会見近況報告)

12月　　　　発達旭川支部チャリティクt)スマスパーティ

3月　　　　親睦交流会(年度末反省会)

●

由瀬､地底

◇地区担当　猪僕ともえ

◇会計　　　後藤莞幸

<平成11年度の活動報告>

3月24日　函館地区交流会　　　　　　　　伽重量　　　　　　8名

札幌より長谷川さんを遇え､串当者変更後の,今後のJ講義も含あて,色々

話し合いました｡

<平成12年度の活動方針>

交沈金や情報交換の会合を年3回ほど考えています｡

-1 3-



(平成11年度〉決　算　報　告
自:稚】 1年胡1ElS : 12年3A31tI

収入 剋x出 

道費補助金 田�2ﾃ����会巷費l106,487 

会費 ��ﾃCC�ﾃ鉄��･中央会葺費 鉄2ﾃ�s��

寄付金 �#3�ﾃ#c��･斬連参加費 ��RﾃS���

参加費収入 �#��ﾃ����･役旦会費 �3rﾃ��r�

協力会遵元金 ��3rﾃ#S��S#*1,...378,314 

募金衝立元金 迭ﾃcS"�･医療蘇添会 ��s�ﾃ�#��

署名募金葱元金 湯ﾃ��B�･掩会費 鼎S2繝3B�

販売事業収入 鉄rﾃ��b�･全道集金参加費 田�ﾃccB�

その一収入 �#Rﾃs���･裁附 �3#rﾃSs��

受取利息収入 鼎b�･地区育成費 �#c2ﾃ����

雑収入 塔���･活動費 ����紊�r�

事藁参加助戎金 �#�ﾃ����･研唐金 ���

前期榛地金 �#�"ﾃ�cR�負担金 涛cBﾃ#s��

装観26,150円.. 勍全国会負担金 都��ﾃC���･推持会費 �#S津����

7 ･ビ-ル券21,500円 ･正月飾り8,786円 ･耗妊(シ†ンプ一､がン､t)580円 轡.9,959R ･普連預金148,840円 ･轍替253,912円 一室車重支出200,000円 勍HSK負担金 �2ﾃピ��

推持遷宮責 ��#"ﾃss��

･事務局費 鉄rﾃ�c��

･通信費 鉄Rﾃsコ�

･事務用品茸 湯ﾃ�#b�

∋甲稗孝0円 勍資料費 ���

競立金支出 �#��ﾃ����

次期捷地金l252,711 

合計3,024.553 剄㈹v3,024,553 
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平成1 1年度会計監査報告

●

●

平成1 1年度(1 9 9 9年度)における全国藤原病友の会北海道

支部の会計を､帳簿と領収書を席合した結果､適正であることを報

告します｡

平成/2　年　4L月　7　日

<会計監査>

氏名奴い3:､与⑳

氏名凄谷′./慶子　⑧

-1 5-



平成12年度活動方針

1.摩原病の原匝究明と治療法の確立

2･札幌などの専門病院に受診する地方在住者のための交通斉の助成杏

萎薄く平成1 1年5月現在､道内5市44町5材で実施)

3.膠原病に酵する正しい知瀬の普及

･医療許演会(札幌) ･-6月4日(日)

･全道集会分科会(甜) ･･･8月8日(日)

4.北海道発病連-の行書参加

･第27回無病患者･障事者と家族の全道集会　8月8F r日)

･チャリティバザー　平成13年3月aB (土) ～4B (日)

5.枚鰍rいちばんぼLlの発行

Ph121 (4/10)　No.122 (7/10)　No.123 (10/10)

恥124 (12/10)　NQ.125 (平成18年2/10)

6.地域活軌の推進

各地区での医蕪辞浜会( 2カ所押催予定)

7.会員陶土の親睦を降る

･交流会　6L月aB (土).･･札塊　　8月5B (土) I-醐

･各地区での兼鹿会など

g･資金活動に取り扱み､自己財渡の確保に努める

･協力会見の拡大

･募金箱の投置普及と回収

･物品販売の協力rお正月飾り･花火･ビール券(札暁)等々J

-1 6-



く平成12年度〉　予　算
自:平成12年4月1日　室:平成13年3月31日

収入 剋x出 

道費補助金 鉄#�ﾃ�S��金銭責 ���bﾃ����

会費 ��ﾃSc�ﾃ3���･中央会名費 �60,000 

寄付金 ��S�ﾃ����･榊 �16,000 

参加費収入 ��S�ﾃ����･役旦会費 �40.000 

協力会走元金 ��3�ﾃ����事業費1,581,000 

募金箱遵元金 迭ﾃ����･医療来演会 �200,000 

署名募金走元金 ���ﾃ����･冶会費. �280,000 

販売事業収入 �3�ﾃ����･全迂集会参加茸 �400,000 

モ0■職人 �#�ﾃ����･棚 �350,000 

受取利息収入 �3��･地区育成費 �231,000 

阻銀畑し臥 �#��ﾃ����･活動茸〕 �120,000 

前腕金 �#S"ﾃs���負担金 涛�"ﾃ����

･全国会負担金 �728,000 

･維持会丑 �259,000 

･HSK負担金 �5,000 

維持運営費 ��C�ﾃ����

･事務局費 �60,000 

･.連借景 �68,000 

･事務用品茸 �10,000 

･資料費 �2,100 

･.合g.L-.3,029,100 兩金一支出___9_nn_nnL1 Frl,-029,AO_ 
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平成１２年度

　

役

　

員
Nal

氏　　　名 郵便番号 住　　　　　　　　　　　所 電　　話

支部長
埋田晴子

事務局
安田史子

会　　計
渡辺愛子

会計監査

長谷川道子
・　・

秋山のぶ子

　　　　　　　　Ｓ

一一一一　一　--－

運営委員

三森礼子

大揮久子 Ｓ
１

瀧本はるよ

／　　　　　　●〃

札幌地区担当

長坂由美子
旭川地区担当

｜

印田裕美

旭川地区会計
-　　　　　－

　●　－・・●・魯　・．－・　　－

・

~●●　●　　●　　　　㎜　■㎜

猪俣ともえ
函館地区担当

後藤美幸
函館地区会計

・・　・ａ●ミ

大野ひとみ

帯広地区担当

荒尾みや子

帯広地区会計

＝・●　・　・　　　　－

早川正弘 ｜

－　　　　　　●’－

・　　‾　　　　　　㎜

片岡治美

北見地区担当

土山俊子
北見地区会計

ｉ

加藤禎子
　・・　　－　－

・ １

信本和美
　－－　　ａ

● １

矢崎　幸子 １

－18－

1－ |

ｉ－｜



W-

ダ｜

Na2

氏　　　名 郵便番号 住　　　　　　　　　　　　所 　電　　話

-

運営委員

鈴木裕子

釧路地区担当
－　－　　　　　　　　　　　　　　　　　－

　　　　　　　　　　　　　　　　　・

佐藤圭子

釧路地区会計

渡部小夜子

清水秀子

名寄地区担当

新見洋子
名寄地区会計

田畑和子

角鹿邦子

小野夕美子

平川蓉子

二俣廣子

松崎茂子

武田節子

安孫子淳子

川渕鉄子

袖山友里

－19－



(財)北海道難病連

　

役員一覧

氏　　名 郵便番号 住　　　　　　　　　　所 電話番号

理事 三森礼子

評議員

埋田晴子

安田史子

大渾久子

瀧本はるよ

渡辺愛子

支部担当

長板由美子 ｐ

Ｓ

早川正弘

大野ひとみ

加藤禎子

信本和美

矢崎幸子

渡部小夜子

鈴木裕子

佐藤圭子

田畑和子

角鹿邦子

小野夕美子

平川蓉子

二俣廣子

松嶋茂子 ｜

－

武田節子 １

安孫子淳子 １

川渕鉄子
｜

袖山友里 １

－２０－



ー●

●

鈴会'=参誓言なかった方

匝卜圏.百･磨
★病気と足の調子がイマイチですo

夏に向けて今回は大事を取らせて頂きます｡ 〝いちばんぽし■での報告､楽しみ

にしています｡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(札幌市T ･ A)

★大変楽しみにしておりましたが､体網が思わしくないので欠席させて戴きますD

静cfZ}･b･Q診dO

(小樽市R ･ 0)

★いつも何かとお世話になりありがとうございます｡施用が多くせわしなくして

おりますが元気です｡どうぞ皆様も御身お大切に｡

安田さんは､いかがでしょうか｡御案じ申し上げます｡

北見はやっと花の季節になりました｡

★やっと春らしくなってきました｡

鈴

oや感
(北見市S ･K)

今年は､昨年のような暑さは′かんべん■　してはしいものです｡ (嬉野町J ･T)

★母が入院中で看病のため欠席します｡次回を楽しみにして頑張ります｡

(旭川市N ･N)

★暖かくなるにつれ､ずいぶん休萌は良くなって来たようです｡

でも人並みの動きに付いて行くことがまだ井しく､もう少し静かに過ごしていた

いと思います｡今､帯広地区では体調が思わしくない方も多いため､今まで休養

させていただいたぶん､皆さんの快復を廉いつつ､微力ながら地区活動にと思っ

ています｡

皆様のご偉康と実り多い総会になりますことをお祈りします｡ (帯広市M･A)

★6月3日(土)は結婚式出席の為､失礼させて頂きます｡

役員の皆様御苦労様でございます｡

-21-
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★現在､体調をくずして(シェ-グレン症候群悪化のため)療養中のため欠席さ

せて頂きます｡吋｡藤D各軸｡･　(札脈K･T'

★楽しみにしてましたけど法事と重なってしまい凍念です｡全道集会は何とか出

席したいものです｡役員の皆様いつも御苦労様です｡　　(旭川市Y ･ T)

★発病して6年が過ぎ､ 2年目に再発して結局､家庭で酸素浪縮器による酸素吸

入療法を鰍ナていますが､行動範囲が制限されるのでストレスとの掛､です｡

骨も脆くなり気をつけてはいますが､薬に蘇らざるおえません｡

現状維持で頑張っています｡　　　　　　　　　　　(帯広市F ･ M)

★いつもお世話になって恐れ入ります｡腎機能が悪くて食事に気を付けています

が､先日からカリウムの数字が多くなって薬で下げる治療をして頂いています｡

調子が悪くなかなか参加できないでいます｡よろしく｡　(札幌市J ･H)

★友の会の仲間に入れました事うれしく患ってます｡楽しみにしておりましたが

体調がすぐれず皆様とお会い出来ません｡次回を楽しみにしてます｡

これからもお世話になります｡　　　　　　　　　　　(小樽市M･ F)

★妹の結婚式がありますので､残念ですが欠席します｡

駐在さんの奥さんは､ 1年で終了し少し楽になりました｡今は元気で遊びに行く

ところを凱ています｡ !>｡｡cQ｡ロか唾〇･ (芦別市U･o)

★今回は行こうと思うのですが､何かかにかにぶつかり､今回も手術(腰椎)と

重なり参加出来ず､かならず1度は元気になり参加したいと思っています

ベッドの上で2 7回目を祈ってます｡　　　　　　　　(稚内市N･Y)

★顔の湿疹がだんだん範囲が広くなり外を歩く事が気重になりました｡

病院通いや買い物以外の外出はさけています.　　　　　(画せ市T ･ N)

★6月4日は､子供の運動会の為､残念ですが欠席します｡雨天の場合は､医療

済演会に参加したいと思います｡

体軌ま､現在　園　なので気分的にも楽です｡　　　(札幌市H･H)

-22-
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事務周密塾⑳爵細塾菅

G新しく入会された方たちです｡ (2000.7,4現在)

石田　未来さん(S LE S.57.2.27生　幌延町)

大井　礼子さん(鮎症･皮脂煮及び多劉相乗S.12,12.22生小樽市)

滝沢　純子さん(S LE ら.26.3.10生　平取町)

田中　健さん(T.9.2.20生　室蘭市)

馬場　雅美さん(S LE S.45.1.1生鹿追町)

長谷川干支さん(S LE S.43.8.20生　札幌市白石区)

阿部　裕美きん(札幌市厚別区)

斉藤　昌子さん(SLE S.43,7.23生旭川制

よろしくお廉いします｡

βご寄付をいただきまし■た｡

日野　京子様

加藤　禎子様

後藤サチ子様

中井　秀紀様

児玉　勝代様

南部美恵子様
内海　厚子様

片岡　治美様

星川　武飼様

水戸芙佐子様

合計　235.080円

ありがとうございました｡

事務局からのお青い

･入会申込み書を出されていない方は､事務

局までお届け下さい｡

(申込み書は扱BはrいちばんぽLNo. 100J

k疲じ込んであります)

●住所が変わった方はお知らせ下さい｡
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わた　したち

⊂難病速力ヾ行-てtいる主な資金活動コ
- Jgと^ ∠●-@棚倉/rn,,都2i･虐:X一才力ipLTo　ご盈ク/ノどす6. -･･･

1.春のチャリティバザー[例年3月第1土曜日･日曜日]

21協力会[個人一口2, 000円･法人一口1万円]　　50%部会に遼元

3･募金箱(適当な場所があればいっでも貸し出します)　50%部会に逮元

4･大通ビアガーデン[5丁目サント))-ど-ル]　　　　10%部会に遺元

[本年度7月21日～8月10日/例年7月中旬～8月上旬】

*予約可能･昼からオープン　終了後8月中｢かにっこ｣で利用可

5･花火･お正月飾り　　　花火は約20%･お正月飾りは10%部会に遼元

L量出で取り扱っている商品はJt入時に串会名を提示いただくと何網か必三重

会に還元されます｡

◆IブラストオフI (環境にやさしい肌にやさしい) lM植物原料洗浄剤

頑固な汚れに強力な洗浄力がありながら手肌に安心で欧米のあらゆる安全

基準をクリア｡何にでも使える万能型･環境を守る自然分解型クI)-ナ-0

･キッチンソープ1A l.200円･多目的クリ-ナー　1A I,200円　他

◆シャンプー･入浴剤･かんぽん　　等

J本年度から新蔑取り組み(いずれも部会名: JF原病をご塊示下さい)

◆そう_ご電気(YES)で取り扱う全商品についてカタログの原則5%引で購

入できます｡キャンペーン商品も可能｡　但し､パソコン･携帯電話は除く｡

◆バリア7.)一型清涼飲料水自動販売携役置事業(一般型もあり)

設置していただける場所を確保していただければ全て本部事務所で対応しま

す｡ [コカコーラ･サント])-･ウエシマ] 3社

◆排ガス削減｢ミラクルチェンジ｣　ご希望があれば格安で提供｡

自動車･トラックの排ガスの中の有害物質を削減し､パワーアップ･燃貴向

上という優れもの｡ (サポート企業による事業展開なので遼元はありません)

-24-

●



(財)北海道発病連札軽支部　地域共同作業所

リサイクルシ門プ｢アラジン｣が7月4日にオープンしました

この作美所は(財)北海遭難宗達札幌支奇が､札椀市の定める｢心身障害

者小規模世塵事業｣の実施要項に基づいて設置されました｡作葉所の遷宮を

適して､就労が困難な難病患者や障害者に対して､適所による生活訓軽･循

菜訓辞等を行うとともに､就労の境を提供し､地域社会や関係横河と一休に

なり､養病患者･障青書の自立の促進と福祉の向上に寄与することを目的と

-●し;霊宝完漸附でご存｡｡方掛､ことと患いますが､二分青柳

会やT)ウマチ者会をはじめ､ 10人以上の仲間やボランティアのみなさんが1

カ月前から珂店に向けて､準備を進めてきました｡

難病センターのとなりです｡ぜひ､一度のぞいてみて下さい｡

(肘)水海道無病運札幌真布　共同件業所

IJサイウJLもTヨッブ
"77弓ジン"

札麟市中央区

甫4県西10丁目

スカイコ-ボラス7衛
甫佃小路よりも入り下さい.

℡53015171

火一土喝

pmH :00-4:00

●

.… ㊤N -tン笥

女坂･家具･古本

雑貨･fE･肯子

中･ネクタイ･バッグ

CD･レコ-fi'など

JLhイ11*ナス1 I

gサイク■シ■ 71

rT> LJ>Jl
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2000.6.18　読売新聞

｢自!宅で欄人レッスンは､休刊に応じてマイペースで
で昏るのか良い｣とJL沢さん(東京･恥由ri)で)

免疫異常の杜病　治療法進歩し､長い友､に

一･26-
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s L Eの丘状に個人差
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それぞれをきちんと治療するのが大事

28-
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園田田琵慧
監っ.嘉一ぁ　ぅ

思い伝え､病気への理解広げる

卵　抑"■　-⊥
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JL書団体では､小冊子などを貞砂持して■l九への
】1席を深めてもらうようわめている(東京･千
代田区の金甲JP鵬の会の+肝で)

失業や推婚するケースも

2000.6.17　読売新開

国l国田L宣
･つ　き　あ　う

-30-

欠
か
せ
な
い
周
囲
の
理
解

く
ら
.
レ



あ・と ・が・ き

☆コンlfユータの200G年問題ｅ、人騒ぎした今年もi･でに

半年が過ぎてしまいました。総会も無事終え、･区切りつ

きましたが、みなさλはいかがお過ごしですか。

☆今回は総会の報告が主ですが、参加でさなかった方にはジックリ、読んで

頃さたいと思います。中井先生の医療講演には会員他一般参加者が殺到し、

●難病センターにある椅子を全部動員しても、たりない程でした。一日も早い

難病センターの増改築が待たれます。

☆「第27回難病患者・障害者と家族の全道集会」の準備も着々と進んでいま

紅､一一器暑い時期でJ-が、元気な顔で函館でお会いしましょう。

　

t三森）

｡●
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＜編集人＞

　　

全国膠原病友の会北海道支部

　　　　　

編集責任者埋田晴子

〒064-8506札幌市中央区南４条酉1{}丁目
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